
別添２ 作成年月日：令和5年　7月　1日

（本表は、指導指針の「建物の規模及び構造設備」の主な項目について、適合の有無を確認するものです。）

No. 指針項目 設備の有無 適合・不適合 備考（代替措置・改善計画等）

1
居室

（一時介護室）
不適合

介護居室（Ｆタイプ居室）は談話室
（リビング）を設けて居住面積の確
保に努める
一般居室は以下のとおり
　Ａタイプ居室　　45.08㎡
　Ｂタイプ居室　　50.58㎡
　Ｃタイプ居室　　54.41㎡
　Ｄタイプ居室　　60.64㎡
　Ｅタイプ居室　　68.38㎡

2 食堂 有 適合

3 浴室 有 不適合

各居室内の一般浴室の利用が困
難な場合は、個浴対応介護浴槽
（介護居室浴室）またはストレッ
チャー浴（機械浴室）で対応

4 便所 有 不適合

各居室に設置のライトで個別対応
または、後付けライトで対応

5 洗面設備 有 適合

6 汚物処理室 有 不適合
各居室で衛生管理に配慮し個別に
対応

7 面談室 有 適合

8
医務室

（健康管理室）
有

9 看護・介護職員室 有

通常時は巡回対応
緊急通報発生時は、1階事務室と2
階健康管理室で警報を感知すると
同時に対象居室の玄関インター
フォン及び巡回中職員のＰＨＳに警
報連動することにより、迅速に対応
出来る体制を構築

10 機能訓練室 有

11 談話室 有

12 洗濯室 有

13 エレベーター 有

14 スプリンクラー 有

15
健康・生きがい

施設
有

16 緊急通報装置 有 適合

18 居室等の出入口 適合

※ 代替措置、改善計画等は、別紙で明記することも可とする。

 （居室内に設置していない場合）

（居室内に設置していない場合）

（要介護者等を入居対象とする場合）

 

（居室内に設置していない場合）
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不適合となっている項目についてチェック

その他（上記項目以外の主な指針不適合事項）

廊下 不適合

自立者、要介護者が共存のため、
入居者の身体状況、希望等に応じ
て職員が廊下の移動を介助※すべての居室が個室で、床面積が18㎡以上であって、

　　かつ、居室内に便所及び洗面設備が設置されている
　　場合は廊下の有効幅員は1.4ｍ以上とすることができる。

17

 （未設置箇所）

個室ではない（相部屋がある）。
面積が13㎡以上(夫婦等居室は一人当たり10.65㎡以上)ない。
界壁で区分されていない。

身体の不自由な者が使用するのに適していない。

常夜灯がない。
手すりがない。

廊下幅が1.8m(1.4m※)以上ない。

引き戸やドアハンドル等を備えていない。

一時介護室 浴室

脱衣室 便所

居室

居室の近くにない。

機能を十分に発揮し得る適当な広さ有していない。

全ての入居者が利用できる適当な規模・数を設けていない。

全ての入居者が利用できる適当な規模・数を設けていない。

全ての入居者が利用できる適当な規模・数を設けていない。

プライバシーの保護に配慮した構造になっていない。

居室のある階ごとに設置していない。


